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要 約

水稲不耕起乾田直播栽培において，倒伏回避は特に重要である。本研究ではコシヒカリ，キヌヒカリ，ど

んとこい，ゆめひたち，北陸100号，タカナリの６品種ついて播種深度と倒伏性の関係について検討した。試

験はポット栽培で，播種深度１㎝区と３㎝区を設けて比 した。播種深度を深めたことにより，北陸100号で

は出芽が大きく抑制されたが，他の品種では出芽までに多少時間はかかるものの70％以上の出芽率が確保さ

れた。倒伏指標値に関しては，播種深度３㎝では播種深度１㎝に比べ，押し倒し抵抗値には大きな差異は見

られなかったが，下位節間（第Ⅲ節間，第Ⅳ節間）の挫折荷重は，北陸100号を除く品種では大きな値を示し

た。また，タカナリは押し倒し抵抗性が強い等の品種特性を持っていることが確認された。これらのことか

ら，３㎝程度の深播きは直播水稲の耐倒伏性を向上させる，一栽培手法となる可能性が考えられた。
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１．緒 言

近年，我が国における米消費量は減少傾向にあり，

減反政策や新規需要米として米粉用米の作付けが推

進されている。主食用米の生産においては，コスト

低減のほか作業従事者の高齢化などの理由から，省

力化が求められている。また，米粉用米生産におけ

る低コスト化は，新たな用途開拓に重要であり急務

である。これらのことを背景に,水稲栽培の低コス

ト化が求められており，その実現に向けた一手段と

して,直播栽培が考えられる。特に省力化を考慮す

ると，耕うんおよび代かき作業が不要な不耕起栽培

が有効な栽培法として考えられる。水稲直播栽培に

おいて，収量・品質の確保のため倒伏回避は特に重

要である。直播適性のある短稈品種などが育成され

る一方で，栽培面からも様々な研究がなされている。

湛水直播栽培では，適正な播種深度 ，中干し等の

水管理 ，倒伏軽減剤の利用 ，耕耘深度や播種

様式 と倒伏性に関する検討などが従来からなされ，

応用されている。乾田直播栽培では，播種密度と品

種間差異 ，出穂後の稲体諸形質の推移 ，播種深

度（表層と１㎝） などと倒伏性について報告され

ている他，著者らは乾田直播栽培コシヒカリにおい

て，深播きすることによって倒伏抵抗性が増すこと

を報告した 。

そこで，本研究ではコシヒカリをはじめとする，

日本品種（直播適性品種含む）およびインディカ品

種を供試して不耕起乾田直播栽培における播種深度

と倒伏性の品種反応についてポット栽培で検討した。

また，播種深度と倒伏性を検討するにあたり，直播

栽培の重要課題の１つであり，播種深度と関係の深

い出芽率に関しても併せて検討した。

２．実験材料および方法

供試品種にコシヒカリ，キヌヒカリ，どんとこい，

ゆめひたち，北陸100号，タカナリの６品種を用い

た。水田不耕起栽培の土壌条件に近づけるため，前

年度のポット栽培に供試した土壌をそのままにした

ポットを用いた。東京農業大学厚木キャンパス付属

網室において，１/2000aワグナーポットに，不耕

起直播穴播の要領で2002年５月25日に播種した。播

種深度は１㎝および３㎝とし，１ポット８穴，各穴

１粒播きで，ピンセットで播種し軽く覆土をした。

出芽調査終了後間引いて，各ポット２個体とした。

施肥量はポット当たり，いせき化成086を16ℊ，出

芽後株間（ポット中央）に深さ10㎝で施用した。実
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験区は１㎝区（播種深度１㎝），３㎝区（播種深度

３㎝）とし，各区１品種につき６ポットを用いた。

出芽調査は，鞘葉が地表面から0.5㎜伸長した時点

を出芽とし，播種した全個体について播種後１ヶ月

間毎日調査した。４葉齢期に入水し，試験終了まで

湛水状態とした。間引き個体についてはメソコチル

長の調査を行った。生育調査は５葉齢期から出穂ま

で２週間間隔で生育量が平均的な各区10個体につい

て，草丈・茎数を調査した。耐倒伏性の指標につい

ては，押し倒し抵抗値と挫折荷重の測定を行った。

押し倒し抵抗値は，湛水状態で押し倒し位置を地際

より10㎝，押し倒し角度を45度として，登熟期（９

月３日）に各区５個体について倒伏試験器

（DIK7400，大起理化）を用いて測定した。同時期

に下位節間の強度の調査として，各区５個体，３

稈／個体について，葉鞘を取り除いた主稈および１

次分げつの第Ⅲ及び第Ⅳ節間（穂首節間を第Ⅰ節間，

以下順次基部に向けて第Ⅱ，第Ⅲ節間とする）中央

の長径と短径を測り，この位置で支点間距離４㎝に

おける挫折荷重をデジタルフォースゲージ（FGX

-５，シンポ工業社）を用い測定した。

３．結 果

⑴ 各品種における播種深度と出芽率の関係

図１に播種深度１㎝における各品種の出芽率の推

移を示した。コシヒカリとゆめひたちで出芽そろい

が良好だった。最終出芽率は各品種とも90％以上確

保できた。

播種深度３㎝における各品種の出芽率の推移を図

２に示した。１㎝に区比べ，コシヒカリとゆめひた

ちは１日，キヌヒカリ，どんとこい，タカナリは２

日，北陸100号は３日出芽開始が遅れた。最終出芽

率はコシヒカリ，キヌヒカリ，ゆめひたち，どんと

こいでは90％以上を確保できたが，タカナリでは

85％とやや低下し，北陸100号は72％とかなり低下

した。また，北陸100号は出芽が揃うまでにかなり

の時間がかかった。最終出芽率の低下したタカナリ

と北陸100号の２品種は他の品種に比べメソコチル

伸長量が若干小さかった（図３）。直播適性品種で

あるゆめひたちは，メソコチル伸長量は少ないもの

の，出芽率は94％と高かった。

⑵ 各品種における播種深度が生育に及ぼす影響

生育調査は，７月４日から８月15日までの間，２

週間間隔で４回行ったが，ここでは最初と最後の調

査結果のみ示す。草丈はどの品種においても，初期

は北陸100号やタカナリで３㎝区がやや低いものの

（図４），最終的には播種深度による差異は見られ

なかった（図５）。

生育初期の茎数は，キヌヒカリ以外の品種は３㎝

区で減少した（図６）。生育後期でも，コシヒカリ

とタカナリ以外の品種では，同様に播種深度が３㎝
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図１ 播種深度１㎝における出芽率の推移

図２ 播種深度３㎝における出芽率の推移

図３ 播種深度３㎝におけるメソコチル長

図中のバーは標準誤差を示す
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と深くなると１㎝に比べ茎数は減少した（図７）。

コシヒカリは，最終的に播種深度の相違による茎数

の差異はみられなかった。タカナリでは，生育初期

には３㎝区で茎数の減少がみられたものの，生育後

期には３㎝区が１㎝区の値を上回った。

⑶ 各品種における播種深度と押し倒し抵抗値の関

係

各品種の押し倒し抵抗値を図８に示した。ゆめひ

たちでは播種深度３㎝の深播きにより，押し倒し抵

抗性が増す傾向がみられた。その他の品種では，深

播きによる押し倒し抵抗性の強化は見られなかった。

タカナリは押し倒し抵抗性が顕著に大きいことが明

らかとなった。

⑷ 各品種における播種深度と挫折荷重の関係

各品種における第Ⅲ節間の挫折荷重を図９に，第

Ⅳ節間の挫折荷重を図10に示した。挫折荷重は第Ⅲ

節間，第Ⅳ節間どちらにおいても，北陸100号以外

の品種では，播種深度を３㎝と深くした方が大きな

値を示した。また，品種間差については，押し倒し

抵抗値ほど顕著でないものの，タカナリが他の品種
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図４ ７月４日における草丈。

図中のバーは標準誤差を示す

図５ ８月15日における草丈。

図中のバーは標準誤差を示す

図６ ７月４日における茎数。

図中のバーは標準誤差を示す

図７ ８月15日における茎数。

図中のバーは標準誤差を示す

図８ 茎当たり押し倒し抵抗値

図中のバーは標準誤差を示す

図９ 第Ⅲ節間の挫折荷重

図中のバーは標準誤差を示す
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より大きな値を示す傾向が見られた。

４．考 察

出芽率の不安定性と倒伏は水稲直播栽培における

障害の一つであり，これらの回避は直播栽培におけ

る大きな課題である。本試験では，倒伏回避の一手

法として，不耕起直播栽培時に播種深度を深くする

深播き栽培について，良食味品種，直播適性品種，

多収性品種（インディカ）を含む６品種を供試し，

品種の耐倒伏性と深播き適性を検討した。しかし，

深播きは出芽率の低下を招く恐れがあり，出芽率の

確保の面からも検討を行った。

播種深度３㎝程度の深播きであれば，供試した６

品種では70％以上の出芽率を確保することは可能で

あることが示唆された。しかし，北陸100号のよう

な節間伸長しにくい品種では，メソコチルの伸長量

も小さく出芽に時間がかかることから，安定かつ高

い出芽率を確保することは難しいことが明確に示さ

れた。また，深播き時の出芽はメソコチル伸長と深

く関係していることが示唆されるが，ゆめひたちの

ようにメソコチル伸長量は少ないにもかかわらず，

高い出芽率を確保できる品種もあった。本試験にお

いては鞘葉長の測定は行わなかったが，今後メソコ

チル伸長と合わせ深播きに対する鞘葉長の品種反応

について，さらに検討する必要がある。

播種深度と耐倒伏性の関係では，深播きすること

で下位節間の挫折荷重が増大する傾向が見られた。

このことから，深播きすることで耐挫折型倒伏性は

強くなることが推測された。しかし，本試験では播

種深度の差異による押し倒し抵抗値への影響はほと

んど観察されなかった。したがって，直播栽培で特

に問題視されている転び型倒伏に関しては，播種深

度を３㎝に深めることで耐性が増すとは言い切れず，

転び型倒伏を軽減するためには，栽培法にさらなる

改良を取り入れる必要性が示唆された。また，本試

験では根系の調査を実施していないため，今後はさ

らに深播き時の根系と倒伏の関係についても検討す

ることが必要である。

インディカ品種であるタカナリは他の日本品種と

比べ，耐転び型倒伏性が高いものの，深播きによる

出芽率の低下が大きかった。品種による節間伸長性

と耐転び型倒伏性および出芽性は深く関わっている

ことが推察されるが，ゆめひたちのようにメソコチ

ル伸長量は少ないものの，出芽率は低下しにくい品

種もあることから，さらに多くの品種について検討

を行うことが，直播栽培の安定化に不可欠であると

考えられた。

以上のことから，深播きすることは挫折型倒伏を

軽減する一栽培法となる可能性があり，品種によっ

ては不耕起直播栽培における課題解決に有望な栽培

法の一つと推察された。今後は，出芽率の安定に向

けさらなる検討を行うとともに，深播きと根系や収

量性の関係，湛水直播栽培時の深播きと倒伏および

出芽性についても詳しく検討する必要が考えられた。
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Summary
 

In direct sowing paddy rice, lodging is one of the important problems. We examined cultivar
 

differences of lodging resistance in response to the sowing depth (1 or 3 cm)using six cultivars (“Donto-

koi”,“Hokuriku No.100”,“Kinuhikari”,“Koshihikari”,“Takanari”and“Yumehitachi”).Seeds were sown
 

in 1/2000a wagner pot containing nontillage soil.Under a sowing depth of 3 cm,the emergence rate of
 

Hokuriku No.100 markedly decreased.On the other hand,the emergence rate of the other cultivars was
 

70％ or more,although seedling emergence was delayed.Breaking strengths of lower internodes in 3 cm
 

plots showed higher values than those in 1 cm plots.A result of the investigation about a lodging resistance
 

index showed“Takanari”has the varietal characteristics of lodging resistance.These results suggest that
 

a sowing depth of 3 cm(deep sowing)can be an effective cultivation practice to improve lodging resistance
 

of nontillage-direct-sown paddy rice.

Key word：cultivar differences,lodging resistance,nontillage-direct-sown,paddy rice,sowing depth
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